外商投資建設業企業資質管理業務を成し遂げる関連の問題に関する通達

建市[2004]159号
　　

各省、自治区建設庁、直轄市建設委員会、山東、江蘇省建設管理局、国務院関係部門建設司、新疆生産建設兵団建設局、総後勤営房部工程局、各省、自治区、直轄市および計画単列市商務主管部門：　

外国企業の中国領域内における外商投資建設業企業の設立につき、資質管理業務をさらに成し遂げるため、ここに関連する問題を次の通り通達する。

1、 外国企業の中国領域内における建設業企業の設立、資質申請および関係業務を引続き成し遂げていく。

（1） わが国において外商投資企業批准証書を取得したが、建設業企業資質証書を取得していない外国企業に対し、その進めてきた工事請負活動と新規定の実施を円滑に接続させるために、2005年7月1日以前、外国企業がその締結した工事請負契約および｢外国企業請負工事資質証｣につき、省級建設行政主管部門初期審査の同意を経て、建設部が当該企業に対し単一プロジェクト工事の請負証明を受理する。2005年7月1日以降、建設業企業資質証書を取得していない外国企業は、一律に工事請負活動を行ってはならない。

各級建設行政主管部門および関係部門は時間を切り詰めて、外商投資建設業企業の設立および資質の審査認可業務を行わなければならない。

（２）「建設業企業資質証」をすでに取得した外商投資企業に対し、2005年7月1日以前、｢建設業企業資質証書｣または「外国企業工事請負資質証」を所持し、中国領域内において工事を請け負うことができる。その工事請負実績は、企業資質の進級および資質年度定例検査の際実績とすることができる。

2、 外商投資建設業企業評価審査における若干の問題に対する受理

国際的な大型工事請負企業の中国領域内における外商投資建設業企業の設立を奨励するため、新規に設立する外商投資建設業企業資質評価審査の際、実績および人員面において資質基準の要求に達していない場合は、次の方法により受理することができる。

（1） 外国投資者が中国領域外において完成した請負工事実績は、中国領域内において新規に設立する企業の資質申請の実績とすることができる。外国投資者が資質を申告する際には相応の実績を証明する資料を提供しなければならない。資質管理部門は、建設業企業資質基準に基づき審査し確認する。

（2） 外商投資建設業企業は、領域外サービス提供者を当企業の工事技術および経済管理者として雇用することができる。領域外サービス提供者は、建設業企業資質基準規定に相当する技術職称の要求する条件を具有しなければならない。

領域外サービス提供者が具備する技術職称条件とは、建設部の「外商投資建設業企業管理規定内の資質管理の実施弁法に関して」（建市[2003]73号）に関する規定により、資質管理部門が建設業企業を審査する際、領域外サービス提供者の学歴および業務経歴に基づき審査する。

3、 外商投資建設業企業は、領域外サービス提供者を当企業のプロジェクトマネジャーとして雇用することができる。領域外サービス提供者をプロジェクトマネジャーとして申告する際、建設業企業資質基準、建設部の「外商投資建設業企業管理規定内の資質管理の実施弁法に関して」（建市[2003]73号）に関する規定により、資質管理部門がその工事プロジェクト施工管理経歴に基づき、建設業企業資質評価審査の際、審査をすることができる。

外商投資建設業企業が領域外サービス提供者を当企業のプロジェクトマネジャーとして雇用する人数は制限されない。

各省、自治区、直轄市建設行政主管部門は、本通達の精神に基づき、外商投資建設業企業の資質管理業務を成し遂げ、業務において問題が生じた場合、速やかに建設部建築市場管理司および商務部外国投資管理司に報告してください。

中華人民共和国建設部

中華人民共和国商務部
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